
 1

【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】二次関数の変域① 

[問題](2学期期末) 

関数
2

2
1 xy = について， xの変域が次のときの yの変域を求めなさい。 

① 62 ≦≦ x      ② 14 ≦≦ x−  

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 182 ≦≦ y  ② 80 ≦≦ y  

[解説] 

①＊ 0=x が xの変域内にないときは 2点を比較 

0=x は 62 ≦≦ x の範囲内にないので， 
6,2=x のときの yの値を比較する。 

2=x のとき 22
2
1 2 =×=y  

6=x のとき 186
2
1 2 =×=y  

よって最小値は 2=y ，最大値は 18=y  

ゆえに 182 ≦≦ y  

②＊ 0=x が xの変域内にあるときは 3点を比較 

0=x が 14 ≦≦ x− の変域内にあるので， 

1,4,0 −=x のときの yの値を比較する。 
0=x のとき 0=y  

4−=x のとき ( ) 84
2
1 2 =−×=y  

1=x のとき
2
11

2
1 2 =×=y  

よって最小値は 0=y ，最大値は 8=y  

ゆえに 80 ≦≦ y  

 

 

http://www.fdtext.com/dat/
http://www.fdtext.com/dat/
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[問題](3学期) 
関数

22xy −= で， xの変域が 23 ≦≦ x− のときの yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 018 ≦≦ y−  

[解説] 

0=x が xの変域内にあるときは 3点を比較 

0=x のとき， 0=y  

3−=x のとき， ( ) 1832 2 −=−×−=y  

2=x のとき， 822 2 −=×−=y  
よって， yの変域は 

018 ≦≦ y−  

 

 

[問題](2学期期末) 

 関数
22xy = について， xの変域が 31 ≦≦ x− のとき， yの変域を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答] 180 ≦≦ y  

[解説] 

0=x が 31 ≦≦ x− の変域内にあるので， 3,1,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) 212 2 =−×=y ， 3=x のとき 1832 2 =×=y  
よって最小値は 0=y ，最大値は 18=y  

ゆえに 180 ≦≦ y  

 

[問題](2学期中間) 
xの変域が 13 ≦≦ x− のとき，関数

22xy = の yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 180 ≦≦ y  
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[解説] 

0=x が 13 ≦≦ x− の変域内にあるので， 1,3,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 3−=x のとき ( ) 1832 2 =−×=y ， 1=x のとき 212 2 =×=y  
よって最小値は 0=y ，最大値は 18=y  

ゆえに 180 ≦≦ y  

 

 

[問題](2学期期末) 
関数

23xy −= において， xの変域が 12 ≦≦ x− のとき， yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 012 ≦≦ y−  

[解説] 

0=x が 12 ≦≦ x− の変域内にあるので， 1,2,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 2−=x のとき ( ) 1223 2 −=−×−=y ， 1=x のとき 313 2 −=×−=y  
よって最小値は 12−=y ，最大値は 0=y  ゆえに 012 ≦≦ y−  

 

 

[問題](2学期期末) 

関数
2

2
1 xy = で， xの変域が 36 ≦≦ x− のときの yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 180 ≦≦ y  

[解説] 

0=x は 36 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 3,6,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 6−=x のとき ( ) 186
2
1 2 =−×=y ， 3=x のとき

2
93

2
1 2 =×=y  

よって最小値は 0=y ，最大値は 18=y  ゆえに 180 ≦≦ y  
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[問題](2学期中間) 

関数 ( )23
3
1 2 ≦≦ xxy −= の yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 30 ≦≦ y  

[解説] 

0=x は 23 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 2,3,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 3−=x のとき ( ) 33
3
1 2 =−×=y ， 2=x のとき

3
42

3
1 2 =×=y  

よって最小値は 0=y ，最大値は 3−=y  ゆえに 30 ≦≦ y  

 

 

[問題](2学期中間) 
関数 ( )132 2 −−−= ≦≦ xxy の yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 218 −− ≦≦ y  

[解説] 

0=x は 13 −− ≦≦ x の範囲内にないので， 1,3 −−=x のときの yの値を比較する。 

3−=x のとき ( ) 1832 2 −=−×−=y ， 1−=x のとき ( ) 212 2 −=−×−=y  
よって最小値は 18−=y ，最大値は 2−=y  ゆえに 218 −− ≦≦ y  

 

 

[問題](2学期中間) 

 次の関数について， yの変域を求めなさい。 

(1) 関数 2

2
1 xy = について， xの変域が 42 ≦x<− のときの yの変域。 

(2) 関数 2xy = について， xの変域が 32 ≦≦ x のときの yの変域。 

(3) 関数 2

2
1 xy −= について， xの変域が 41 ≦≦ x− のときの yの変域。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 80 ≦≦ y  (2) 94 ≦≦ y  (3) 08 ≦≦ y−  

[解説] 

(1) 0=x は 42 ≦x<− の変域の中。よって， 4,2,0 −=x のときの yの値を求める。 

0=x のとき 0=y ， 2−=x のとき ( ) 22
2
1 2 =−×=y ， 4=x のとき 84

2
1 2 =×=y 。 

よって yの最小値は 0=y ，最大値は 8=y  ゆえに 80 ≦≦ y  

(2) 0=x は 32 ≦≦ x の変域内にはない。よって， 3,2=x のときの yの値を求める。 

2=x のとき 422 ==y ， 3=x のとき 932 ==y  

よって yの最小値は 4=y ，最大値は 9=y  ゆえに 94 ≦≦ y  

(3) 0=x は 41 ≦≦ x− の変域の中。よって， 4,1,0 −=x のときの yの値を求める。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( )
2
11

2
1 2 −=−×−=y ， 

4=x のとき 84
2
1 2 −=×−=y  

よって，最小値は 8−=y ，最大値は 0=y  ゆえに 08 ≦≦ y−  

 

[問題](3学期) 

関数
2axy = において， 2=x のとき 12=y である。 xの変域が 14 −− ≦≦ x のとき，

yの変域を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答] 483 ≦≦ y  

[解説] 
2axy = に 2=x ， 12=y を代入すると， 3412,212 2 =÷=×= aa  

よって，
23xy =  

0=x は 14 −− ≦≦ x の範囲内にないので， 
1,4 −−=x のときの yの値を比較する。 

4−=x のとき， ( ) 4843 2 =−×=y  1−=x のとき， ( ) 313 2 =−×=y  
ゆえに， 483 ≦≦ y  
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【】二次関数の変域② 

[問題](3学期) 
次の問いに答えなさい。 

(1) 関数 24xy = について， xの変域が 23 ≦≦ x− のときの yの変域を求めなさい。 

(2) 関数 2axy = について，xの変域が
4
1

5
1
≦≦ x− のときの yの変域が 10 ≦≦ y であ

るとき，aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 360 ≦≦ y  (2) 16=a  

[解説] (1) 0=x が xの変域内にあるときは 3点を比較 

2,3,0 −=x のときの yの値を比較する。 
0=x のとき 0=y  

3−=x のとき ( ) 3634 2 =−×=y  

2=x のとき 1624 2 =×=y  

よって最小値は 0=y ，最大値は 36=y  ゆえに 360 ≦≦ y  

(2) 右図のように， yの値が最大になるのは，
4
1

=x のときで， 

そのときの yの値は aay
16
1

4
1 2

=





×=  

yの変域が 10 ≦≦ y なので， 1
16
1

=a  よって 16=a  

 

 

[問題](3学期) 

 関数 2axy = について，xの変域が－2≦ x≦4 のとき，yの変域は －8≦ y≦0 となる。

このときaの値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]
2
1

−=a  
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[解説] 
yの変域が －8≦ y≦0で負の範囲にあるので，比例定数aは負の値をとる。 

0=x は－2≦ x≦4の変域内にあるので，まず， 4,2,0 −=x のときの yの値を比較して
最大値と最小値を求める。 

0=x のとき 002 =×= ay ， 2−=x のとき ( ) aay 42 2 =−×=  

4=x のとき aay 1642 =×=  

0<a なので最小値は ay 16= ，最大値は 0=y  ゆえに 016 ≦≦ ya   

yの変域は －8≦ y≦0 と与えられているので， 816 −=a  ゆえに
2
1

−=a  

 

 

[問題](2学期期末) 
関数

2axy = において， xの変域が 21 ≦≦ x− のとき， yの変域は 8≦≦ yb です。

このとき， ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 0,2 == ba  

[解説] 

yの変域が 8≦≦ yb と正の範囲にあるので，グラフは上に開いており 0>a  

0=x は 21 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 2,1,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) aay =−×= 21 ， 2=x のとき aay 422 =×=  
0>a なので，最小値は 0=y ，最大値は ay 4=  ゆえに ay 40 ≦≦ ･･･① 

yの変域は 8≦≦ yb で，①と同じになるので， 84,0 == ab  ゆえに 0,2 == ba  

 

 

[問題](2学期中間) 
関数

2axy = において， xの変域が 32 ≦≦ x− のとき， yの変域が 18≦≦ yb であ

る。 ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 0,2 == ba  
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[解説] 

yの変域が 18≦≦ yb と正の範囲にあるので，グラフは上に開いており 0>a  

0=x は 32 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 3,2,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 2−=x のとき ( ) aay 42 2 =−×= ， 3=x のとき aay 932 =×=  
0>a なので，最小値は 0=y ，最大値は ay 9=  ゆえに ay 90 ≦≦ ･･･① 

yの変域は 18≦≦ yb で，①と同じになるので， 189,0 == ab  

ゆえに 0,2 == ba  

 

 

[問題](3学期) 
関数 2xy −= について， xの変域が ax≦≦3− とき， yの変域が by≦≦16− であ

る。 ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 0,4 == ba  

[解説] 

比例定数が負であるので，最小値 16− をとるのは 3−=x か ax = のときである。 

3−=x のときは ( ) 93 2 −=−−=y で最小値にはならない。 

ゆえに ax = のときに最小値をとる。 ax = のとき 2ay −= であるので， 162 −=− a ，

4±=a  

ところで ax≦≦3− なので a≦3−  よって 4=a  
xの変域が 43 ≦≦ x− なので， 0=x のとき最大値 0=y をとる。 

ゆえに 0=b  

 

 

[問題](2学期期末) 
関数

22xy −= について，xの変域が ax≦≦3− のとき，yの変域が by≦≦32− で

ある。 ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 0,4 == ba  
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[解説] 

比例定数が負であるので，最小値 32− をとるのは 3−=x か ax = のときである。 

3−=x のときは ( ) 1832 2 −=−×−=y で最小値にはならない。 

ゆえに ax = のときに最小値をとる。 ax = のとき 22a�y −= であるので， 322 2 −=− a  

よって 162 =a  ゆえに 4±=a  
ところで ax≦≦3− なので a≦3−  よって 4=a  
xの変域が 43 ≦≦ x− になるので， 0=x のとき最大値 0=y をとる。 

ゆえに 0=b  

 

 

[問題](3学期) 

2 つの関数 62 += xy ，
2axy = において， xの変域が 23 ≦≦ x− のとき yの変域が

一致する。aの値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]
9

10
=a  

[解説] 

まず， xの変域が 23 ≦≦ x− のときの 62 += xy の変域を求める。 

3−=x のとき， ( ) 0632 =+−×=y ， 

2=x のとき， 10622 =+×=y  

よって， yの変域は， 100 ≦≦ y  
2axy = の変域も 100 ≦≦ y になる。 

右図のように，
2axy = の yの値が最大になるのは， 

3−=x のときで， 

そのときの yの値は ( ) aay 93 2 =−×= となる 

よって， 109 =a ，
9

10
=a  
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[問題](2学期期末) 
2つの関数 23xy −= と baxy += ( ba, は定数， 0>a )は，xの変域が 21 ≦≦ x− の

とき， yの変域が同じになります。このとき， ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 8,4 −== ba  

[解説] 

まず，
23xy −= の変域を求める。 

0=x は 21 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 2,1,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) 313 2 −=−×−=y ， 2=x のとき 1223 2 −=×−=y  
よって最小値は 12−=y ，最大値は 0=y  ゆえに変域は 012 ≦≦ y− ･･･① 

次に， baxy += の変域を求める。 

0>a なので， 1−=x のときに最小値 bay +−= ， 2=x のときに最大値 bay += 2 をと

る。ゆえに yの変域は bayba ++− 2≦≦ ･･･② 

変域①，②が同じなので， 

12−=+− ba ･･･① 

02 =+ ba ･･･② 

これを ba, の連立方程式として解く。②－①より， 123 =a  ゆえに 4=a  

②に 4=a を代入すると， 042 =+× b  ゆえに 8−=b  

よって， 8,4 −== ba  

 

 

[問題](2学期期末) 

 xの変域が 21 ≦≦ x− のとき，
2xy = と baxy += ( 0>a )の yの変域が一致するの

は，a＝( ① )，b＝( ② )のときである。 
[解答欄] 

①  ②  

[解答]① 
3
4
 ② 

3
4

 

[解説] 

まず，
2xy = の変域を求める。 
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0=x は 21 ≦≦ x− の変域内にあるので， 2,1,0 −=x のときの y の値を比較して
2xy = の最大値と最小値を求める。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) 11 2 =−=y ， 2=x のとき 422 ==y  

よって
2xy = の最大値は 4=y ，最小値は 0=y  ゆえに yの変域は 40 ≦≦ y ･･･① 

次に， baxy += の変域を求める。 

0>a なので，直線は右上がりで 1−=x のとき最小値 bay +−=  

2=x のとき最大値 bay += 2 をとる。 

ゆえに yの変域は bayba ++− 2≦≦ ･･･② 

①と②の変域が一致するので， 0=+− ba ･･･③， 42 =+ ba ･･･④ 

これを ba, の連立方程式として解く。④－③より， 43 =a ，ゆえに
3
4

=a  

③に
3
4

=a を代入すると， 0
3
4

=+− b  ゆえに
3
4

=b  
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【】二次関数の変化の割合① 

[問題](2学期期末) 
関数

22xy = について， xの値が1から3まで増加するときの変化の割合を求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]8  

[解説] 

1=x のとき 212 2 =×=y  

3=x のとき 1832 2 =×=y  
y：2→18  (増加量)＝ 16218 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 8

2
16

=  

 

[問題](3学期) 
関数

23xy = で， xの値が 1から 4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]15 

[解説] 

1=x のとき 313 2 =×=y ， 4=x のとき 4843 2 =×=y なので， 

(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 15

3
45

14
348

==
−
−

 

 

[問題](2学期中間) 

 関数
22xy −= において，xが次のように変わるときの変化の割合をそれぞれ求めなさい。 

(1) 1から3      (2) 3− から 1−     (3) 2− から2  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 8−  (2) 8  (3) 0  



 13

[解説] 

(1) 1=x のとき 212 2 −=×−=y ， 3=x のとき 1832 2 −=×−=y  

y： 2− → 18−  (増加量)＝ ( ) 16218 −=−−−  

x：1→3     (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 8

2
16

−=
−

 

＊(参考) 

2乗に比例する関数の変化の割合の簡単な計算方法 
2axy = で xが pからqに変化するとき， 

(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

( ) ( )( ) ( )pqa
pq

pqpqa
pq
pqa

pq
apaq

+=
−

−+
=

−
−

=
−
− 2222

 

これを使うと，(変化の割合)＝ ( ) ( ) 8312 −=+×−=+ qpa  

(2)，(3)はこの簡単な計算方法を使ってみる。 

(2) (変化の割合)＝ ( ) =+ qpa ( ) 8132 =−−×−  

(3) (変化の割合)＝ ( ) =+ qpa ( ) 0222 =+−×−  

＊(1)～(3)でわかるように， 2axy = の場合，変化の割合は一定ではない。 

 

 

[問題](2学期期末) 
関数

23xy = において，xの値が2から4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]18  

[解説] 

2=x のとき 1223 2 =×=y ， 4=x のとき 4843 2 =×=y  

y：12→48  (増加量)＝ 361248 =−  

x： 2→4   (増加量)＝ 224 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 18

2
36

=  
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[問題](2学期期末) 
関数

24xy = について， xの値が3から5まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]32  

[解説] 

3=x のとき 3634 2 =×=y ， 5=x のとき 10054 2 =×=y  

y：36→100  (増加量)＝ 6436100 =−  

x： 3→5   (増加量)＝ 235 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 32

2
64

=  

 

[問題](2学期中間) 

関数
2

2
3 xy −= について， xの値が2から4まで増加するときの変化の割合を求めなさ

い。 

[解答欄] 

 

[解答] 9−  

[解説] 

2=x のとき 62
2
3 2 −=×−=y ， 4=x のとき 244

2
3 2 −=×−=y  

y： 6− → 24−  (増加量)＝ ( ) 18624 −=−−−  

x：  2→4    (増加量)＝ 224 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 9

2
18

−=
−
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[問題](2学期中間) 
関数

22xy = について， xの値が 4− から 2− まで増加するときの変化の割合を求めな

さい。 

[解答欄] 

 

[解答] 12−  

[解説] 

4−=x のとき ( ) 3242 2 =−×=y ， 2−=x のとき ( ) 822 2 =−×=y  
y：32→8    (増加量)＝ 24328 −=−  

x： 4− → 2−  (増加量)＝ ( ) 242 =−−−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 12

2
24

−=
−

 

 

 

[問題](2学期期末) 
関数

2xy = について，次の問いに答えなさい。 

① xの値が2から5まで増加するときの yの増加量を求めなさい。 

② xの値が 4− から 1− まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 21 ② 5−  

[解説] 

① ( yの増加量)＝ 2142525 22 =−=−  

② 4−=x のとき ( ) 164 2 =−=y ， 1−=x のとき ( ) 11 2 =−=y  
y：16→1   (増加量)＝ 15161 −=−  

x： 4− → 1−  (増加量)＝ ( ) 341 =−−−  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 5

3
15

−=
−
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[問題](2学期中間) 

 次に問いに答えなさい。 
(1) 関数 2xy = で， xの値が 3− から 1− まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

(2) 関数 2

2
1 xy = について xの値が1から3まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

(3) 関数 22xy = について， xが 3− から1まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 4−  (2) 2  (3) 4−  

[解説] 

＊2乗に比例する関数の変化の割合の簡単な計算方法 
2axy = で xが pからqに変化するとき， 

(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

( ) ( )( ) ( )pqa
pq

pqpqa
pq
pqa

pq
apaq

+=
−

−+
=

−
−

=
−
− 2222

 

(1) (変化の割合)＝ ( ) 4131 −=−−×  

(2) (変化の割合)＝ ( ) 231
2
1

=+×  

(3) (変化の割合)＝ ( ) 4132 −=+−×  

 

 

[問題](3学期) 
次の関数について， xの値が 2から 4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

(1) 
2
13 −= xy  (2) 

x
y 8
=  

(3) 22xy =  (4) 2

3
1 xy −=  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 3  (2) 1−  (3) 12 (4) 2−  
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[解説] 

(1) 2=x のとき
2
11

2
123 =−×=y ， 4=x のとき

2
23

2
143 =−×=y  

よって，( xの増加量)＝ 224 =− で，( y の増加量)＝ 6
2
11

2
23

=−  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 3

2
6
=  

＊1次関数 baxy += でaは変化の割合を表すので，計算せずに，(変化の割合)＝3とだす

こともできる。 

(2) 2=x のとき 4
2
8
==y ， 4=x のとき 2

4
8
==y  

よって，( xの増加量)＝ 224 =− で，( y の増加量)＝ 24 −=−2  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 1

2
2

−=
−

 

(3) 2=x のとき 822 2 =×=y ， 4=x のとき 3242 2 =×=y  

よって，( xの増加量)＝ 224 =− で，( y の増加量)＝ 2482 =−3  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 12

2
24

=  

(4) 2=x のとき
3
42

3
1 2 −=×−=y ， 4=x のとき

3
164

3
1 2 −=×−=y  

よって，( xの増加量)＝ 224 =− で，( y の増加量)＝ 4
3
4

3
16

−=





−−−  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 2

2
4

−=
−

 

 

[問題](2学期期末) 

 関数 
x

y 1
= の xが1から3まで変わるときの変化の割合は(   )である。 

[解答欄] 
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[解答]
3
1

−  

[解説] 

1=x のとき 1
1
1
==y ， 3=x のとき

3
1

=y  

y：1→
3
1
 (増加量)＝

3
21

3
1

−=−  

x：1→3  (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝( yの増加量)÷( xの増加量)＝

3
12

3
2

−=÷−  

 

 

[問題](2学期期末) 
関数

2axy = では，その変化の割合は，1次関数の場合と異なり(   )ではない。 

[解答欄] 

 

[解答]一定 

[解説] 

例えば，1次関数 53 += xy の場合， 

xが1→3と2増加するとき， yは8→14と6増加する 

xが3→6と3増加するとき， yは14→ 23と9増加する 

yの増加量は異なっているが，変化の割合( xが1増加するときの yの増加量)は 

(変化の割合)＝ 3
2
6

13
814

==
−
−

，(変化の割合)＝ 3
3
9

36
1423

==
−
−

 

と等しくなる。直線の場合の変化の割合は一定で，直線の傾きと等しくなる。 

これに対し，2次関数の場合は一定ではない。 
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[問題](2学期期末) 
ある斜面をころがりはじめてから x秒間にころがる距離を y m とすると， 23xy = とい

う関係があります。このとき，1秒後から4秒後までの平均の速さを求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]15m/秒 

[解説] 

1=x のとき 313 2 =×=y ， 4=x のとき 4843 2 =×=y  

y：3→48  (増加量)＝(進んだ距離)＝ 45348 =− m 

x：1→4   (増加量)＝(かかった時間)＝ 314 =− 秒 

(平均の速さ)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 15

3
45

=  m/秒 

 

 

[問題](2学期中間) 
ボールが斜面をころがり始めてからの時間を x秒，その間にころがった距離を y mとす

ると， xと yとの間には， 22xy = という関係がある。この運動について，3秒から5秒
までの平均の速さを求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]16m/秒 

[解説] 

3=x のとき 1832 2 =×=y ， 5=x のとき 5052 2 =×=y  

y：18→50  (増加量)＝(進んだ距離)＝ 321850 =− m 

x： 3→5   (増加量)＝(かかった時間)＝ 235 =− 秒 

(平均の速さ)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 16

2
32

= m/秒 
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【】二次関数の変化の割合② 

[問題](2学期中間) 
関数

2axy = で， xの値が1から3まで増加するときの変化の割合が12になった。この
とき，aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 3=a  

[解説] 

1=x のとき aay =×= 21 ， 3=x のとき aay 932 =×=  

y： a→ a9  (増加量)＝ aaa 89 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 4

2
8

=  

変化の割合は12なので， 124 =a  ゆえに， 3=a  

 

[問題](3学期) 
関数 2axy = において，xの値が1から3まで増加するときの変化の割合は2である。a
の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]
2
1

=a  

[解説] 

1=x のとき aay =×= 21 ， 3=x のとき aay 932 =×=  
y： a→ a9  (増加量)＝ aaa 89 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 4

2
8

=  

変化の割合は2なので， 24 =a  ゆえに
2
1

4
2
==a  
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[問題](2学期期末) 
関数

2axy = において，xの値が1から3に増加したときの変化の割合が6であるときの
aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]
2
3

=a  

[解説] 

1=x のとき aay =×= 21 ， 3=x のとき aay 932 =×=  
y： a→ a9  (増加量)＝ aaa 89 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 4

2
8

=  

変化の割合は6なので， 64 =a  ゆえに
2
3

4
6
==a  

 

[問題](2学期中間) 
yが xの 2乗に比例し，xの値が1から3まで増加するときの変化の割合が2であるよう
な関数の式を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 2

2
1 xy =  

[解説] 

求める関数の式を
2axy = とおくと， 

1=x のとき aay =×= 21 ， 3=x のとき aay 932 =×=  
y： a→ a9  (増加量)＝ aaa 89 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 4

2
8

=  
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変化の割合は2なので， 24 =a  ゆえに
2
1

4
2
==a  

ゆえに求める式は
2

2
1 xy =  

 

[問題](3学期) 
次の問いに答えなさい。 

(1) 関数 2axy = について， xが 2から 4まで増加したときの yの増加量は 24であった。

aの値を求めなさい。 

(2) 関数 2

2
1 xy −= について， xがaから 2+a まで増加したときの変化の割合は 6 であ

った。aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 2=a  (2) 7−=a  

[解説] 

(1) 2=x のとき aay 422 =×= ， 4=x のとき aay 1642 =×=  

したがって，( yの増加量)＝ 2,2412,24416 ===− aaaa  

(2) ax = のとき 2

2
1 ay −= ， 2+= ax のとき ( )22

2
1

+−= ay  

( xの増加量)＝ 224 =− で， 

( y の増加量)＝ ( ) 22
2
122

2
1

2
12

2
1 2222 −−=+−−−=






−−+− aaaaaa  

よって，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 1

2
22

−−=
−− aa

 

ゆえに 7,7,61 −==−=−− aaa  
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[問題](2学期期末) 
関数 2axy =  ( aは定数)のグラフ上の 2 点 A，B の x座標はそれぞれ 6,3− で，直線

ABの傾きは1である。このとき，aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]
3
1

=a  

[解説] 

3−=x のとき ( ) aay 93 2 =−×= ， 6=x のとき aay 3662 =×=  
y： a9 → a36  (増加量)＝ aaa 27936 =−  

x： 3− →6   (増加量)＝ ( ) 936 =−−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 3

9
27

=  

直線 ABの傾きが1であるので，変化の割合は1である。 

ゆえに， 13 =a  よって
3
1

=a  

 

[問題](2学期期末) 
関数

2xy = で， xの値が aから 2+a まで増加するときの変化の割合は4です。このと
き，aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 1=a  

[解説] 

ax = のとき 2ay = ， 2+= ax のとき ( ) 442 22 ++=+= aaay  

y： 2a → 442 ++ aa  (増加量)＝ 4444 22 +=−++ aaaa  

x： a→ 2+a  (増加量)＝ 22 =−+ aa  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 22

2
44

+=
+ aa

 

変化の割合は4なので， 1,22,422 ===+ aaa  
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[問題](2学期期末) 
xの値がaから 3+a まで増加するとき，2つの関数 22xy = と 12 += xy の変化の割合

が等しい。このとき，aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 1−=a  

[解説] 

まず，
22xy = の変化の割合を求める。 

ax = のとき 22ay = ， 3+= ax のとき ( ) ( ) 1812296232 222 ++=++=+= aaaaay  

y： 22a → 18122 2 ++ aa  (増加量)＝ 1812218122 22 +=−++ aaaa  

x： a→ 3+a  (増加量)＝ 33 =−+ aa  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 64

3
1812

+=
+ aa

 

1次関数の変化の割合はつねに傾きに等しいので， 12 += xy の変化の割合は2  

よって， 264 =+a ， 44 −=a ， 1−=a  

 

[問題](2学期期末) 
関数 2axy = ( aは定数)について， xの値が1から4まで増加するときの変化の割合は，

xの値が0から1まで増加するときの変化の割合よりも3大きくなります。このとき，aの
値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]
4
3

=a  

[解説] 

まず， xの値が1から4まで増加するときの変化の割合を求める。 

1=x のとき aay =×= 21 ， 4=x のとき aay 1642 =×=  

y： a→ a16  (増加量)＝ aaa 1516 =−  

x：1→4    (増加量)＝ 314 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 5

3
15

= ･･･① 
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次に， xの値が0から1まで増加するときの変化の割合を求める。 

0=x のとき 0=y ， 1=x のとき aay =×= 21  
y：0→a  (増加量)＝ aa =− 0   x：0→1  (増加量)＝ 101 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa

=
1
･･･② 

条件より①の変化量は②の変化量より3大きいので， 34,35 =+= aaa  ゆえに
4
3

=a  

 

[問題](2学期中間) 

 次の各問いにあてはまる関数は，下の①～⑤のどれですか。 
(1) グラフが(－2，－4)を通るもの。 

(2) 2

2
1 xy −= のグラフと x軸について対称なもの。 

(3) xが 0から 4まで，増加したとき変化の割合が一番大きいもの。 

  ① 22xy =  ② 2

2
1 xy =  ③ 2xy −=  ④ 2xy =  ⑤ 32 −= xy  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) ③ (2) ② (3) ① 

[解説] 

(1) 2−=x を①～⑤にそれぞれ代入すると，① 8=y ，② 2=y ，③ 4−=y ，④ 4=y  

⑤ 7−=y  よって(－2，－4)を通るのは③ 

(2) 2

2
1 xy −= のグラフと x軸について対称なグラフは比例定数の符号が逆になる。 

(3) ⑤は 1次関数で変化の割合は直線の傾き2と等しい。 

①～④は 2乗に比例する関数で，それぞれ変化の割合を計算すればよいが，ここで 2乗に

比例する関数の変化の割合の簡単な計算方法を紹介しておく。 
2axy = で xが pからqに変化するとき， 

(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

( ) ( )( ) ( )pqa
pq

pqpqa
pq
pqa

pq
apaq

+=
−

−+
=

−
−

=
−
− 2222

 

これを使って①～④の変化の割合を計算すると， 
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① ( ) 8402 =+× ，② ( ) 240
2
1

=+× ，③ ( ) 4401 −=+×− ，④ ( ) 4401 =+×  

以上より変化の割合が一番大きいものは① 

 

 

[問題](2学期中間) 

 次の(1)～(3)にあてはまる関数を下のア～カからすべて記号で選びなさい。(4)については

変域を求めなさい。 
 ア 22xy =    イ 22xy −=   ウ 2xy −=   エ 23 +−= xy  

 オ 52 += xy   カ 2xy =  

(1) 0>x のとき， xの値が増加すると， yの値が減少するのは，どれか。 

(2) 0=x のとき， yの値が最小になるのは，どれか。 

(3) 変化の割合が一定であるものは，どれか。 

(4) イの関数について， xの変域が 23 ≦≦ x− のときの yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) イ，ウ，エ， (2) ア，カ (3) エ，オ (4) 018 ≦≦ y−  

[解説] 
(1) エ，オは 1 次関数で，このうち xの値が増加すると， yの値が減少するのは傾きが負

であるエである。アイウカは 2 乗に比例する関数で，このうち， 0>x のとき xの値が増
加すると yの値が減少するのは比例定数が負のイ，ウである。 

(2) 0=x のとき yの値が最小になるのは，比例定数が正の 2乗に比例する関数ア，カの場

合である。 

(3) 2乗に比例する関数では変化の割合は一定ではない。1次関数の場合，変化の割合は常

に傾きと等しく一定の値をとる。ゆえに変化の割合が一定であるのはエ，オ。 

(4) 0=x は 23 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 2,3,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 3−=x のとき ( ) 1832 2 −=−×−=y ， 

2=x のとき 822 2 −=×−=y  

よって最小値は 18−=y ，最大値は 0=y  ゆえに 018 ≦≦ y−  
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※ダイアログが表示されたら，【実行】ボタンを左クリックしてください。インス

トール中，いくつかの警告が出ますが，[実行][許可する][次へ]等を選択します。 
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